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５
月
31
日
に
韓
国
で
統
一
地
方
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
ソ
ウ
ル
を
は
じ
め
と
す

る
７
大
都
市
の
市
長
、
９
つ
の
道
（
県
）
の
知
事
、
２

３
０
の
市
長
、
区
長
、
郡
守
、
さ
ら
に
区
、
市
、
道
議

会
の
議
員
の
改
選
が
同
時
に
行
わ
れ
る
と
い
う
、
極
め

て
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
４
年
に
１
回
の
選
挙

で
は
あ
る
が
、
来
年
に
あ
る
大
統
領
選
挙
の
前
哨
戦
と

し
て
、
そ
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
た
。

　
結
果
は
野
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
圧
勝
で
、
広
域
団
体
長

選
挙
（
前
述
の
７
大
都
市
の
市
長
と
９
道
知
事
の
選

挙
）
で
16
の
う
ち
12
ポ
ス
ト
、
ま
た
基
礎
団
体
長
選
挙

（
前
述
の
２
３
０
の
市
長
、
区
長
、
郡
守
の
選
挙
）
で

は
１
５
９
ポ
ス
ト
（
全
体
の
６
９
・
１
％
）
を
取
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
与
党
ウ
リ
党
は
広
域
団
体
長
選
挙

で
１
ポ
ス
ト
、
基
礎
団
体
長
選
挙
で
は
21
ポ
ス
ト
（
同

９
・
１
％
）
を
獲
得
す
る
に
止
ま
り
、
惨
敗
し
た
。

　
与
党
惨
敗
に
つ
い
て
、
選
挙
直
後
行
わ
れ
た
世
論
調

査
で
は
、「
盧
武
鉉
大
統
領
の
責
任
が
非
常
に
大
き

い
」
が
４
９
・
３
％
、「
大
統
領
に
あ
る
程
度
責
任
が
あ

る
」
が
３
５
・
３
％
で
、
両
者
合
わ
せ
て
８
４
・
６
％

に
も
達
し
て
い
た
。原
因

に
つ
い
て
は
、「
景
気
不

振
」
が
２
２
・
１
％
、「
不

動
産
な
ど
の
政
策
の
失

敗
」
が
１
９
・
８
％
と
、

経
済
要
因
が
４
１
・
９
％

を
占
め
た
。
次
い
で
「
大

統
領
の
指
導
力
へ
の
不

満
」
が
１
６
・
９
％
、「
政

治
不
安
」
が
１
４
・
１
％
、「
ウ
リ
党
に
対
す
る
不
満
」
が

６
・
８
％
と
、
政
治
要
因
が
続
い
て
い
る
。

　
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
の
惨
敗
で
、
与
党
内
に
か
ね

て
か
ら
燻
っ
て
い
た
不
満
が
爆
発
し
、
政
府
の
政
策
批

判
に
止
ま
ら
ず
、「
与
党
で
は
な
く
、
盧
武
鉉
党
が
負

け
た
の
だ
」、「
ウ
リ
党
で
は
（
大
統
領
選
挙
は
）
戦
え

な
い
」
と
い
う
声
す
ら
上
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
界
再

編
成
の
動
き
が
今
後
強
ま
っ
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。

　
今
回
の
地
方
選
挙
の
結
果
は
、
来
年
の
大
統
領
選
挙

に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
常
識
的
に

見
て
、
野
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
に
有
利
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
前
回
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
半
年
前

に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
ハ
ン
ナ
ラ
党
が
圧
勝
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
選
挙
で
ハ
ン
ナ
ラ
党
は

負
け
て
い
る
。
地
方
選
挙
と
国
政
レ
ベ
ル
の
大
統
領
選

挙
は
違
う
、
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
も
あ
る
。

　
来
年
の
大
統
領
選
挙
の
最
大
の
争
点
は
、
金
大
中
政

権
以
来
推
進
さ
れ
て
来
た
「
民
族
共
助
」
路
線
は
維
持

さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
前
の
「
韓
米

共
助
」
路
線
に
復
帰
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
極
め
て

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
の
強
い
対
立
に
あ
る
。
不
利
な
状
況

に
あ
る
与
党
ウ
リ
党
は
、
第
三
期
左
派
政
権
を
誕
生
さ

せ
る
べ
く
、
南
北
首
脳
会
談
を
は
じ
め
今
後
色
々
な
手

を
打
っ
て
く
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
年
が
替
わ
る
と
、
韓
国
は
大
統
領
選
挙
一
色
に
な

る
。
韓
国
の
大
統
領
選
挙
は
一
大
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

「
銃
声
な
き
内
戦
状
態
」
と
言
わ
れ
る
左
右
の
対
立
が

厳
し
い
韓
国
で
今
後
何
が
起
こ
る
の
か
、
韓
国
の
大
統

領
選
挙
の
行
方
は
日
本
に
も
大
き
く
影
響
す
る
故
、
鋭

意
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
野
副
伸
一
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

与
党
惨
敗
の
韓
国
地
方
選
挙

アジア の窓

の
タ
イ
の
交
通
環
境
は
よ
ほ
ど
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
市
電
計
画
も
ト
ロ
リ
ー
バ

ス
転
換
計
画
も
と
も
に
放
棄
さ
れ
、
１
９
６
１
年
以
後

は
バ
ス
一
本
槍
の
交
通
政
策
に
方
針
を
転
換
す
る
。
こ

れ
が
後
に
悪
名
高
い
バ
ン
コ
ク
の
交
通
渋
滞
を
も
た
ら

す
根
本
原
因
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
王
宮
付
近
に
最
後
ま
で
残
っ
た
路
線
が
廃
止
さ

れ
た
の
は
１
９
６
８
年
９
月
30
日
で
あ
っ
た
。
な
お
最

盛
期
の
バ
ン
コ
ク
市
電
は
路
線
総
延
長
48
・
７
キ
ロ
、

車
両
２
０
６
輌
を
数
え
た
と
い
う
。

　
19
世
紀
末
に
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
先
駆
け
て
市
内
電

車
を
導
入
し
た
バ
ン
コ
ク
は
、
そ
の
後
の
誤
っ
た
交
通

行
政
に
よ
り
戦
後
の
無
秩
序
な
都
市
化
と
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
招
い
た
。
そ
の
波
に
洗
わ
れ
て
市
電
も

ま
た
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
バ
ス
と
車
の
洪
水
が

バ
ン
コ
ク
を
襲
い
、
こ
の
都
市
を
世
界
有
数
の
交
通
渋

滞
に
苦
し
む
都
市
へ
と
転
落
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
後
70
〜
80
年
代
の
暗
黒
時
代
を
経
て
い
ま
よ

う
や
く
バ
ン
コ
ク
に
も
近
代
的
な
都
市
交
通
の
時
代
が

到
来
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
の
都
市
交

通
が
整
備
さ
れ
、
悪
名
高
い
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
の
む
ら
と
お
る
・
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
）
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